Management Accounting in the Formation of Environmental Capabilities : Exploring Practices for Cost Reduction in Ecodesigning by KURUNSAARI, HANNU
氏 名 HANNU KURUNSAARI 
学 位 の 種 類 博   士（グローバルビジネス） 
学 位 記 番 号 第4806号 
学位授与年月日 平成18年3月24日 
学位授与の要件 学位規則第4条第1項該当者 
学 位 論 文 名 Management Accounting in the Formation of Environmental Capabilities： 
 Exploring Practices for Cost Reduction in Ecodesigning 
論文審査委員 主査 教 授 岡 野   浩   副査 教 授 向 山 敦 夫 
 副査 教 授 荒 井   耕 
 
 































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、資源ベース戦略論を基礎として、環境管理会計と組織能力との関係性について3社のケースから
実証的に明らかにすることを試みるものである。 
 クルンサアリ氏は、従来の管理会計の戦略的枠組みとして、戦略的ポジショニング、コストドライバー分析、
バリューチェーン分析といった、企業の外部要因との関連から競争の主な要因を分析するポーターの戦略論が
用いられてきたが、それでは企業内の環境能力を含む組織能力を解明することは不可能であったとし、第１章
では資源ベース戦略論について論じる。そこでは、企業を、レント・シーキング戦略についての基盤である特
定の資源と能力の集合体であると仮定し、環境能力の価値を高めるには要求、欠乏、そして誰がレントを得る
かが重視される。環境能力はルーチンのなかに存在し、陳腐化せず、半永久的に組織と結合されたものであり、
環境能力は、多様な資源と能力からもたらされるとする。 
 第２章では、以上の理解を行った場合の環境管理会計論の利点として、内部および外部のコンフリクトにつ
いて考察可能となり、新しい資源やルーチンと以前の能力を再結合するプロセスを捉えることができるとする。 
 第３章では、環境配慮設計・開発段階におけるマテリアルフロー原価計算や環境原価企画を取り上げ、コス
トダウンと汚染防止のための資源と能力との関係を明確にした上で、第４章では、シャープ、バイエル、ノキ
アといつたグローバル企業を事例として考察し、コストマネジメントについての企業の長期的なキャパシティ
は経路に依存する半永久的な能力を基礎にしていること、および新しい環境管理会計システムを導入しこれを
実践に移すことによって環境能力を増進できることを明らかにしている。また、ケース企業では、サプライチ
ェーンマネジメントおよびシミュレーションツールついての実践などを行い、財務的および環境情報を組み合
わせることによって環境的負担を削減するための資源と能力とを変革してきたことを示した。 
 これまで資源ベースの戦略論と管理会計の組織能力についての研究はあまり見られず、氏の考察は環境能力
と管理会計との直接的関連性についての理解を深め、さらにダイナミック戦略論の領域まで踏み込んでいると
評価できる。 
 残された問題点として、ケースのより踏み込んだ検討、たとえば競合他社との分析を加えるなどによって、
時系列の変化を織り込んだ管理会計技法の能力を明らかにすべきことがあげられる。 
 とはいえ、こうした点は今後の研究で十分乗り越えられるものと判断し、審査員一同は、本論文が博士（グ
ローバルビジネス）の学位を受けるに値するものとする。 
 
